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平均寿命と医療費：先進国と新興国の比較

平均寿命の伸びに伴う医療費の増加は、先進国にとどまらず新興国にもみられはじめています。足元の医療市場の
中心は先進国となっておりますが、中長期的には新興国の医療市場が拡大することも期待されます。
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中長期的な拡大が期待される新興国の医療市場 その1

次に、今後の医療費の動向を考えます。

世界全体で医療費は増加していますが、国別の上昇率は、
新興国が先進国を上回る事例が見られます（図表2参照） 。
1995年から2014年の間で、アメリカの医療費は3.0倍、日本
は2.5倍となったのに対し、中国は12.7倍、インドは6.0倍、ロ
シアは5.9倍と、アメリカ、日本を大きく上回る上昇率となって
います。しかも、中国はＧＤＰ（国内総生産）の規模では米国
に次ぐ水準まで拡大していますが、2014年時点の中国の医
療費は、未だ1995年時点の米国と同程度の水準であり、拡
大の余地は残されているとも考えられます。同じ新興国の中
でも、アフリカ諸国は足元、平均寿命、医療費共にさらに低
水準となっています。目先、解決すべき課題は多々あります
が、中長期的にはアフリカ諸国が中国、ロシア、インドなどと
同様の道をたどる可能性もあります。
経済規模（ストック）の点で劣る新興国は医療費支出が先進
国に比べ低い傾向が見られます。一方で、今後も新興国の
経済成長率が先進国を継続して上回るならば、医療費への
支出が拡大し、医療市場における新興国の存在感が増す展
開も想定されます。今後も注目を続けたいテーマと見ていま
す。

新興国

世界保健機関（WHO）のデータを参照して、国別に、一人あ
たり医療費と平均寿命の関係を見ると、概ね右肩上がりの
関係となっています（図表1参照） 。次に図表1の横軸である
一人あたり医療費水準に注目すると、米国が突出する一方、
ドイツ、日本、イギリスなど先進国が続き、中国、ロシア、イン
ドなどの新興国は2,000ドル以下に分布しています。現状で
は、先進国に比べ新興国の一人あたり医療費の水準が低い
傾向が見られます。

どこに注目すべきか：新興国をけん引役とし

た中長期的な医療市場の拡大

図表1：国別の平均寿命と一人あたり医療費
（2013年時点）

※データが取得可能な世界188ヵ国をプロット
※医療費は、一人あたり医療支出総額を購買力平価にて米ドル換算
出所：世界保健機関（ＷＨＯ）「Global Health Expenditure Database」の

データを使用しピクテ投信投資顧問作成

（平均寿命／歳）

図表2：1995年と2014年の医療費比較

※医療費の単位は億米ドル
※医療費は、医療支出総額を購買力平価にて米ドル換算
出所：世界保健機関（ＷＨＯ）「Global Health Expenditure Database」の

データを使用しピクテ投信投資顧問作成
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（一人あたり医療費／米ドル）

1995年 2014年
上昇率
（倍）

米国 10,030 29,857 3.0

日本 1,904 4,737 2.5

中国 790 10,004 12.7

インド 579 3,464 6.0

ロシア 447 2,633 5.9


